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●人のうごき（10月１日現在）
9,547人（－1）
男4,785人（＋4）　女4,762人（－5）
出生8人　死亡6人　転入22人　転出25人
3,622世帯（＋7）（　）内は前月比
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特集　平成27年度まちの家計簿
茶ッピーグッズ販売開始
町議会議員一般選挙

●田原祭／10月６日（木）～９日（日）
平安時代に起源をもつ田原祭。五穀豊穣を祝うこの祭りは、一ノ宮、大宮、三ノ宮の各
神社から計三基の神輿が郷之口の御旅所を目指し巡行する神幸祭と、その神輿がもと
来た神社へと戻る還幸祭からなり、別名「三社祭」と呼ばれています。
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　歳出削減努力の積み重ねにより、22 ～ 24年度
は基金の取り崩しを抑制してきましたが、福祉の充
実をはじめ、まちの基盤整備として道路関係事業な
どへの積極的な投資を行ったことにより、基金を取
り崩したため、基金残高が減少しました。

一般会計歳出
歳出額は約45億1千万円02

　町が支出した一般会計の総額は約45億１千万円
で前年度に比べて約3億8千万円の増となりまし
た。人件費・扶助費・公債費の義務的経費が全体の
42.4％を占めています。国の防災・安全交付金を
活用した事業の増加により、投資的経費が増加し全
体の14.3％となりました。

財政力指数
26年度からは横ばい06

　自治体の自力での財政力や国への依存度を表しま
す。数値が高いほど、財政的に余裕があり独自政策
が実施しやすくなります。景気低迷の影響で減収傾
向にあった税収入が下げ止まり微増したものの、社
会保障費の増加等により、財政力指数はやや低下傾
向にあります。

経常収支比率
財政の弾力性は前年度より0.7％改善03

　人件費、扶助費、公債費など毎年必ず支払う経費
を町税など毎年見込める収入で割った指標で、財政
構造の弾力性を表します。
　町税や普通交付税等が増加したことにより、昨年
度に比べて、0.7％改善しました。

健全化判断比率・資金不足比率
健全化指標は良好07
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地域創生推進のため、まちの基盤整備へ投資
平成27年度 まちの家計簿

基　金
まちの貯金残高は約25億7千万円

　平成27年度の決算がまとまりました。歳入総額が約47億円 ( 前年度比9.1％増 )、歳出総額が約45億1千万円 ( 前
年度比9.3％増 ) と、地域創生の推進に向け、国において新たに創設された地方創生交付金を活用した事業や防災・
安全交付金を活用した宇治田原山手線整備事業の増加により歳入歳出のいずれも増額となりました。
　実質収支は約１億７千万円の黒字となりましたが、基金の取崩し等により、実質単年度収支は約8千万円の赤字と
なっています。今後も健全財政の確保に向けた取組を進めていくことが重要です。

一般会計歳入
歳入額は約47億円01

　町に入った27年度の歳入は約47億円で前年度
に比べて約3億9千万円の増となりました。
　日本経済の緩やかな回復基調の影響のもと、町税
は若干の増収となったものの、町税以上に地方交付
税等が増加したことにより自主財源比率は前年度に
比べ3.4％減少しました。

健全化判断比率 宇治田原町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率　　＊1 ― 15％ 20％

連結実質赤字比率＊2 ― 20％ 30％

実質公債費比率　＊3 　6.0％ 25％ 35％

将来負担比率　　＊4 ― 350％ ―

資金不足比率　＊5 宇治田原町 経営健全化基準

水道事業会計 ―

２０％

公共下水道特別会計 ―

項　　目 （平成26年度） 平成27年度 前年と比べて …（一般会計の項目）

光熱水費、家財費など 55,400円 59,010円 3,610円 … 物件費

食 費 96,890円 98,910円 2,020円 … 人件費

住 居 の 増 改 築 51,420円 64,680円 13,260円 … 普通建設事業費

住 居 の 補 修 1,800円 2,260円 460円 … 維持補修費

医 療 費 56,630円 54,190円 △ 2,440円 … 扶助費

子 ど も へ の 仕 送 り 55,710円 55,530円 △ 180円 … 繰出金

借 入 金 の 返 済 38,200円 38,130円 △ 70円 … 公債費

親 戚 へ の 援 助 49,790円 57,740円 7,950円 … 補助費等

友 人 へ の 貸 付 金 30円 50円 20円 … 出資金・貸付金

預 貯 金 の 積 立 7,080円 20,850円 13,770円 … 積立金

合 　 計 412,950円 451,350円 38,400円

　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高
は増加しています。
　財政規模に対する借金の残高は比較的良好です
が、引き続き借入条件の有利な地方債の発行及び適
正な額の発行に努め、健全性を保っていくことが大
切です。

特別会計・企業会計
国保９年連続赤字08
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23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

　特定の事業を行うために設置されている特別会計
と企業会計は次のとおりです。国民健康保険は、前
年度の繰上充用（翌年度の歳入を繰り上げて現年度
の財源にする）を行ったため、約６千万円の赤字と
なっています。

（千円以下切り捨て）

うじたわら家の家計簿
　一般会計の決算額を１か月の家計の収支に例え
て、“うじたわら家”の家計がどうなっているのか。
　Ｑ＆Ａで簡単にポイントを説明します。

支　出

　一般会計の決算額を１か月の家計の収支に例え
て、“うじたわら家”の家計がどうなっているのか。
　Ｑ＆Ａで簡単にポイントを説明します。

　町の一般会計を

１か月分の家計に

置き換えてみました。

収　入

Ｑ住居の増改築が増えているのは？
Ａ親からの仕送りや事業収入、借入
金、預貯金を財源とした、宇治田原

山手線の道路整備など
に積極的に取り組んだ
からだよ。

Ｑ世帯主の収入が増えているけど？
Ａ日本経済の緩やかな回復基調か
ら、個人町民税、法人町民税・軽自

動車税などが増加してき
ているんだ。さらに景気
が良くなっていってほし
いよね。

Ｑ配偶者の収入が増えてい
るのは？
Ａ国からの地方交
付税や地方消費税
の交付金が増えたことから、
配偶者の収入が増えている
んだよ。

Ｑ医療費の割合が大きいね
Ａ扶助費と呼ばれるこの費用は、
社会保障制度としてみんなの福祉
を支えるための費用なんだ。高齢
化社会になってきているから、支え合う費用
は今年度は減っているけれど、今後は増えて
いくことが予想されているんだ。

Ｑ借入金が増えているけ
ど？
Ａ住宅の増改
築を積極的に
行 っ た た め
に、それに伴う借入金が
増えているんだよ。

会　　計 歳　　入 歳　　出 差 引 額

国民健康保険 13億6,756万円 14億2,676万円 △5,920万円

後期高齢者医療 9,308万円 9,216万円 92万円

介
護
保
険

保　険　事　業 7億5,088万円 7億2,166万円 2,922万円

介護サービス事業 429万円 265万円 163万円

公共下水道事業 9億7,288万円 9億6,635万円 653万円

水道事業
（収益的） 3億360万円 2億7,627万円 2,732万円

（資本的） 1,523万円 1億5,958万円 △1億4,434万円

項　目 （平成26年度） 平成27年度 前年と比べて …（一般会計の項目）

世 帯 主 の 収 入 157,790円 158,630円 840円 … 町税

配 偶 者 の 収 入 111,170円 126,150円 14,980円 … 地方交付税など

親 か ら の 仕 送 り 75,970円 80,750円 4,780円 … 国・府支出金

事 業 収 入 10,330円 10,020円 △ 310円 … 分担金、使用料など

そ の 他 収 入 16,260円 22,880円 6,620円 … 寄附金、繰越金など

借 入 金 34,220円 51,090円 16,870円 … 町債

預 貯 金 の 引 き 出 し 25,290円 20,870円 △ 4,420円 … 繰入金

合 　 計 431,030円 470,390円 39,360円

一般会計の歳入・歳出決算を10,000で割った金額を１か月の家計に置き換えています。

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高　起債発行額が償還額を上回ったことにより、残高

決 算
特集

町　債
まちの借金残高は約42億9千万円04

40億778万円

39億7,170万円

41億644万円

41億1,826万円

42億9,480万円
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【一般会計】平成27年度

取り組んだ主な事業 ６ つの重点施策

宇治田原山手線整備事業（2億4,125万円）
　宇治田原山手線の国道307号以北（滋賀県境）約1.2kmの物件調査等
を行い、用地取得に取り組みました。
町道新設改良事業（4,158万円）
　住民生活の利便性、安全性、快適性を確保するため、町道の計画的な
整備と生活道路の整備改良を行いました。

地域防災対策事業（659万円）
　防災対策に関する法改正等に伴い、地域防災計画と防災マップを一体
的に改定しました。
消防団員装備拡充事業（866万円）
　消防団員の安全確保と団活動の強化のため、新基準の活動服と安全靴
を整備しました。
多機能消防資機材整備事業（1,059万円）
　自然災害への対応のため、多機能型消防車両及び救助・救急資機材等
を整備し、消防力の充実・強化を図りました。

多子家庭応援保育料軽減事業（－）
　保育料の第３子以降無料化の対象範囲を１８歳未満までに拡大。新た
に第１子、第２子への軽減措置を創設しました。
子育てサービス利用支援事業（13万円）
　教育・保育施設や地域の子育て支援事業等を円滑に利用できるよう、
利用者への情報提供や相談、支援を行いました。
パパの子育て応援事業（37万円）
　育児を積極的に楽しめるよう、ふれあいあそびや妊婦体験など、パパ
が主役の子育て講座、交流会を開催しました。

末山・くつわ池自然公園整備事業（295万円）
　利用者へのサービス向上と安心で快適な自然とのふれあい空間を提供
できるよう施設内道路の舗装等を行いました。
プレミアム商品券発行事業（13,188万円）
　町内の消費拡大と商工業者の活性化のため、町商工会を通じてプレミ
アム商品券を発行しました。
地域ブランド育成等応援事業（592万円）
　町内で事業を営む中小企業者が地域資源を活用して新商品・新サービ
スを開発する経費などに助成しました。

高校生通学費補助金（1,350万円）
　高校生（専修学校・各種学校を含む）通学費の助成を拡充し、保護者
の経済的負担の軽減を図りました。
社会科副読本「わたしたちの宇治田原町」作成事業（194万円）
　子どもたちが、ふるさと宇治田原のことを再認識し、郷土愛の醸成を
図るため、社会科副読本を作成しました。
幼稚園教育振興事業（1,448万円）
　第３子以降の幼稚園の保育料を無料とするとともに、町内私立幼稚園
に通園する幼児への就園奨励費補助金を増額しました。

まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業（753万円）
　宇治田原町の特色・地域資源を活かした「まち・ひと・しごと創生総
合戦略」を「第５次まちづくり総合計画」と一体的に策定しました。
空き家実態調査事業（356万円）
　町内全域で空き家・危険建物の実態を把握し、今後の空き家の利活用
や防災対策などの施策検討に活用するため実態調査を行いました。
婚活支援事業（30万円）
　少子化の要因の一つである未婚化・晩婚化の対策として、町商工会等
の主催する婚活事業を支援しました。
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平成27年度 まちの家計簿
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こちら消防分署 宇治田原分署　☎88－5500

　空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節を迎えます。火災
発生防止に一層の注意をしていただくため、『秋の火災予防
運動』を実施します。
　～いのちを守る７つのポイント～
①寝タバコはしない。
②ストーブから燃えやすいものは離す。
③ガスコンロ等、火を使用する器具のそばを離れる時は必ず消火
④住宅用火災警報器を設置
⑤寝具や衣類からの火災を防ぐため防炎製品を使用
⑥住宅用消火器等を設置
⑦お年寄りや身体の不自由な人を守るため隣近所の協力体制をつくる。

119番通報するときは、次の手順で、慌てず落ち着いて正
しく伝えましょう。
❶火事か、救急か、はっきりと❷場所（目標物）を明確に❸
状況をできる限り詳しく❹通報者の名前と電話番号を明確に

　防火意識の向上などを目的に行った第８
回宇治田原町防火ポスターコンクールの入
選作品が決まり、小中学生から応募のあっ
た96点の中から、西出彩乃さんが最優秀
賞に輝きました。さらに西出さんの作品は、
全日本消防人共済会主催のコンクールでも
見事佳作に選ばれております。
　なお、最優秀作品は、本町の防火ポスター
として印刷します。また応募作品は、11
月９日（水）から14日（月）まで総合文
化センターロビーで展示しますので、ぜひ
ご覧ください。

【入選者（敬称略）】

▼最優秀賞　西出彩乃（維中２年）

▼優秀賞　奥野愛弓（田小６年）、白濱菜々
美（田小６年）、吉田空留（田小６年）、　

がんばってます！消防団 Fire Busters 総務課 ☎88－6631

町防火ポスターコンクール最優秀賞に西出彩乃さん
青山昊平（宇小４年）、
大石咲里（宇小４年）、
垣内葵羽（宇小４年）、
山口飛羽（宇小４年）、
勝谷綿心（維中１年）、
清水萌花（維中１年）、
春田雄一朗（維中１
年）、宮井涼香（維中
１年）

【団員募集中】
まちの安心・安全のために、ともに活動し
ていただける方（18歳以上の町内在住・
在勤者）を募集しています。
よろしくお願いします。

11月9日は『119番の日』

消しましょう　その火その時　その場所で
秋の火災予防運動を実施11月9日㈬～15日㈫

info 町立保育所「あゆみのその」

　平成29年４月の入所を希望される方の申込受付
を行います。なお、町外の認定こども園を希望され
る場合は保育所までご相談ください。
【支給認定】
　子ども・子育て支援新制度では、保育所に入所す
るには支給認定 ( ２号認定 ( 満３歳以上 )・３号認
定 ( 満３歳未満 )) の手続きが必要となります。認定
の手続きは、入所手続きと同時に行います。

【入所対象児童】
　平成23年４月２日生まれ～生後90日以上の乳幼
児
【申込書配布】
　11月７日（月）から町立保育所と健康児童課（保
健センター）で配付（土・日・祝日除く）
【受付】
　11月22日（火）～ 30日（水）午前８時30分～
午後５時15分　町立保育所で受付（土・日・祝日
除く）
※ 申込みには保育の必要性を認定するための証明書

等の添付が必要ですので、早めに申込書を請求し
てください。
【入所できる基準】
　保護者が次のいずれかに該当し、保育が必要とな
ることが条件です。
①就労　１か月あたりの労働が64時間以上（常態）
②妊娠・出産（分娩予定月の前後２か月）
③疾病・障がい
④介護・看護
⑤災害復旧
⑥求職活動（３か月を限度）
⑦就学
⑧ 育児休業　育児休業取得時、すでに保育を利用し

ている児童がいて継続利用が必要である場合など
・ 町立保育所☎88－6611
健康児童課☎88－6636 

※ 現在入所している児童の入所申込み書類は保育所
で配付します。

平成29年度入所申込み
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車用ステッカー　400円

クリップボールペン　200円
（オリジナルメモ帳付き）

トートバッグ　500円
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11月の土・日・祝日は大人１人分の運賃
で同伴の小学生以下２人まで無料

☆ 本町を含む京都南部12市町を走る路線バ
スで、降車時に「バス・エコファミリー」
と言うか、チラシを見せると大人１名の運
賃で同伴の小学生以下２名まで無料で利用
できます。

☆ チラシは事前に町内の小学校で児童に配布
しています。また役場、総合文化センター
にも備え付けています。

 建設環境課　☎88－6637

秋はバスで、
　　エコなおでかけ！

バス・エコファミリー



子育て支援
センター事業

11月

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換の場「地域子育て支援センター」。
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日午前９：00～午後４：00
子育てに関する相談も受け付けています。子育て通信

・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

　対 象 者
 ・まいまい赤ちゃんネンネ広場

　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子

 ・まいまい赤ちゃんヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・妊婦さん広場　妊婦さん及び今後出産を希望される方

健康のお便り
Health　center

マメに予防！インフルエンザ　こまめに手洗い・うがいを

今月の
保健・予防案内

一般・乳幼児健康相談　 　［対象］全年齢
　４日㊎　午前９時30分～11時30分
乳児健康診査　［対象］生後３～5か月
　14日㊊　午後０時50分～１時30分受付
乳幼児身体計測　 　［対象］小学校就学前まで
　14日㊊、21日㊊　午後２時30分～３時
幼児健康診査　［対象］生後１歳6か月～9か月
　21日㊊　午後０時50分～１時30分受付
助産師の授乳育児相談　 　［対象］授乳等育児の悩みがある保護者
　25日㊎　午前10時～正午
離乳食教室　 　［対象］生後４～７か月児と保護者
　30日㊌　午前10時～正午

　　　　　　　いずれも保健センター
　　　　　　　 ＝要予約

　毎年秋から冬にかけてインフルエンザが流行します。インフルエンザの熱は3日～ 1週間続き、
熱が下がってからもおよそ２～３日位は体の中でインフルエンザウイルスが残っています。このため、
インフルエンザにかかってしまうと治るまでに1週間以上かかります。

今月の
元気はつらつ！若返り塾

･ 在宅介護支援センター ☎88－5784

･ 保健センター ☎88－6636

おやじエクササイズ（総合文化センター）
18日㊎、25日㊎【午前】
高尾公民館　　11日㊎【午後】
郷之口会館　　15日㊋【午後】
銘城台自治会館　　11日㊎【午前】
荒木（やすらぎ荘）　24日㊍【午後】
南公民館　　10日㊍【午後】
岩山会館　　10日㊍【午前】
緑苑坂自治会館　　1日㊋、24日㊍【午前】
禅定寺会館　　15日㊋【午前】
立川公民館　　１日㊋、17日㊍【午後】
湯屋谷会館　　17日㊍、29日㊋【午前】
奥山田会館　　29日㊋【午後】
※【午前】＝午前10時～正午
　【午後】＝午後２時～４時

日 月 火 水 木 金 土

日付 1 2 3 4 5

事業名 まいまい
ネンネ広場

10:00～11:30
子育て支援センター
ベビーマッサージ

祖父母交流

文化の日
時間
場所

内容

6 7 8 9 10 11 12
まいまい

あそびの広場
10:00～11:30

子育て支援センター
わらべうた
祖父母交流

まいまい
ヨチヨチ広場
10:00～11:30

子育て支援センター

ふれ合いあそび

まいまい
おでかけ広場
10:00～正午

緑苑坂自治会館

落ち葉であそぼう

13 14 15 16 17 18 19

まいまい
おでかけ広場
10:00～正午

まるやま交流館

散歩

ファミサポ交流会

10:00～11:30

子育て支援センター

アロママッサージ

まいまい
工作広場

10:00～正午
子育て支援センター

クリスマスリース作り

妊婦さん広場

10:00～11:30

子育て支援センター

わらべうた

パパの子育て
応援事業

10:00～11:30
子育て支援センター

ふれ合いあそび

20 21 22 23 24 25 26

勤労感謝の日 まいまい
おでかけ広場
10:00～正午

南公民館

リズムあそび

まいまい
おでかけ広場
10:00～正午

みんなの家

お茶教室

27 28 29 30

子育て講座

10:00～正午

子育て支援センター

健康体操

地域子育て支
援センター

☎８８－６６２
２・FAX８８

－３１０４

場所

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

7日（月）午後1:00～3:00
子育て支援センター　

「みんなの家」開放日
毎週火・金曜日

午前10：00～午後3：00
子どもとあそんだりおしゃべりに
利用しましょう！

子育てサービス利用支援窓口
平日8：30～17：15

月曜日～金曜日のうち週4日

インフルエンザはどうやってうつるのか？
　インフルエンザウイルスの感染経路は飛
沫感染と接触感染の２つがあります。 
① 感染者が咳やくしゃみをするとウイルス

が空気中に放出されます。別の人がその
ウイルスを口や鼻から吸い込み感染しま
す。（飛沫感染） 

② 感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、
その手で周りの物に触れてウイルスが付
きます。別の人がその物に触ってウイル
スが手に付きます。その手で口や鼻を触っ
て感染します。（接触感染）

インフルエンザの予防方法は？
① 手を洗う…外出先からの帰宅後、調理の

前後、食事前、トイレに行った後に手を
洗いましょう。 

② 普段から免疫力を高めておく…インフル
エンザは免疫力が低下していると感染し
やすくなります。普段から十分な睡眠を
とり、バランスの良い食事を心がけてく
ださい。運動や、温かい食べ物を取るな
どして体を冷やさないようにしましょう。 

③ 適度な湿度を保つ…空気が乾燥するとの
どの粘膜にウイルスが付きやすくなりま

す。室内に加湿器を置く、こまめに水分
補給を行うなどでのどや鼻の粘膜を乾燥
させないようにしてください。 

④ 人込みや繁華街への外出は避ける… イン
フルエンザが流行してきたらなるべく人
込みや繁華街への外出は避けましょう。 

⑤ 予防接種を受ける…ワクチンはインフル
エンザが発症する可能性を減らします。
発症しても重症化を防ぐ効果があります。
（高齢者、幼児、妊娠中の女性、持病の
ある方、喘息のある方、慢性呼吸器疾患、
慢性心疾患の方はインフルエンザにかか
ると重症化しやすいとされています。） 

・・・子育て支援センターについて・・・
　様々な広場や講座を開催し、親子で遊んだり、子育て
の情報交換をするところこです。自由にご利用ください。

会館時間 　午前９：00 ～午後４：30
休 館 日 　土、日、祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
そ の 他 　・ 来館されたらセンター利用表に名前を記入

し職員に声をかけてください。
・プレイルームでの飲食は禁止していますの

で、畳スペース相談室をご利用ください。
・個人的な相談やサークルの会議は相談室で

行います。
・利用中、お子様から目を離さないことが原

則です。
　どうしてもお子様から離れてしまう時は、

利用者や職員に声をかけて助け合いましょ
う。

・閉館10分前には片付けるようにし、ゴミ
は、各自で持ち帰りましょう。

● 子どもは、よく見る、よく聞く、よくまねることで成長します。
１歳の子どもには１歳半は先輩です。親たちが発達の専門家
にならなくても、そこに発達の先輩がいます。子育て支援セ
ンターに、たくさんの先輩とふれあいにきてください。

子育てサークル活動日
ママ’sアクション　　 １日（火）・22日（火）10：30～みんなの家
わらべうたサークル　 ８日（火）　10：00～ 子育て支援センター
たんぽっぽサークル　 21日（月）　10：00～ 住民体育館

お知らせ
講師：赤井登美子
　　　レクリェーション
　　　コーディネーター

申込みが
必要です。
21日までに
お申し込みく
ださい。

ベビーカーが
必要な方はご
用意してくだ
さい。

保育ルームの
申し込みをし
てください。

保健センター ☎88－6636

マメに
手洗い

マメに
マスク

暮らしの

情報
I N FO RMAT I ON

＝問合せ先　 ＝申込先

11月

相

談

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

６ 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

日
時

　
11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

場
所

　
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時
は
住
民
体
育
館

内
容

　
①
ネ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
②
ス

ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
③
ペ
タ
ン

ク
④
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
９
⑤
ワ

ン
バ
ウ
ン
ド
80

　
ほ
か

協
力

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

住
民
体
育
館
（
☎
８
８
‐
４

５
６
７
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
今
年
も
「
お
茶
の
里
う
じ
た

わ
ら
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し
ま

す
。
最
長
（
10
㎞
）
の
ハ
ー
ト

の
か
た
ち
の
健
脚
コ
ー
ス
は
工

業
団
地
内
を
周
回
で
は
な
く
、

途
中
で
折
り
返
す
コ
ー
ス
に
変

更
し
ま
し
た
。茶
畑
を
見
渡
せ
、

家
康
伊
賀
越
え
の
道
や
信
西
入

道
塚
を
通
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。

　
歴
史
と
自
然
を
感
じ
な
が
ら

爽
快
に
走
り
抜
け
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
月
４
日
（
日
）

受
付

　
午
前
８
時
30
分
〜
９
時

町
制
施
行
60
周
年
記
念

第
３
回
お
茶
の
里
う
じ
た
わ

ら
マ
ラ
ソ
ン

※
雨
天
決
行

発
着

　
Ｊ
Ａ
宇
治
田
原
町
支
店

コ
ー
ス

　

・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
１
・
８
㌔

・
軽
快
コ
ー
ス
４
・
５
㌔

・
健
脚
コ
ー
ス
10
㌔

参
加
料

　
▼
一
般
＝
１
千
５
百

円
▼
小
・
中
学
生
＝
１
千
円
▼

親
子
＝
２
千
円

申
込
締
切

　
11
月
10
日
（
木
）

・

体
育
協
会
事
務
局
（
住

民
体
育
館
内
☎
８
８
‐
４
５
６

７
）

日
時

　
〈
整
形
外
科
〉
11
月
２
・

９
・
16
・
30
日
（
水
）
午
後
２

時
〜
４
時
（
要
予
約
）

場
所

　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容

　
補
装
具
、
リ
ハ
ビ
リ
、

施
設
利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

・

福
祉
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
５
・
℻
  ８
８
‐
３
２
３
１
）

身
体
障
が
い
者
相
談

　
町
が
平
成
29
年
度
に
発
注
す

る
、
物
品
や
建
設
工
事
、
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
に
関

す
る
業
務
な
ど
の
「
入
札
等
参

加
資
格
審
査
申
請
書
」
の
受
付

を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
は
追
加
受
付
の

た
め
、
昨
年
11
月
に
申
請
し
た

方
は
今
回
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　
11
月
16
日
（
水
）

〜
30
日
（
水
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

時
間

　
午
前
９
時
〜
正
午
／
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

　
役
場
２
階
第
２
会
議
室

※ 

申
請
書
は
企
画
財
政
課
に
備

え
付
け
。
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

有
効
期
間

　
平
成
29
年
４
月
１

日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日

・

企
画
財
政
課
（
☎
８
８

‐
６
６
３
２
）

入
札
参
加
資
格
審
査
の
追
加

受
付
（
平
成
29
年
度
分
）

対
象

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
方

・
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
満

１
歳
未
満
の
乳
児
の
保
護
者
、

も
し
く
は
、
平
成
28
年
４
月
１

日
以
降
に
出
生
し
た
満
１
歳
未

満
の
乳
児
の
保
護
者

・
購
入
時
及
び
申
請
時
に
、
保

護
者
・
乳
児
と
も
に
宇
治
田
原

町
に
住
所
を
有
す
る
方

助
成
金
額

　
乳
児
１
人
に
付
き

２
万
円
ま
で
（
申
請
は
１
人
１

回
の
み
）

対
象
と
な
る
用
品

　
町
内
の
商
店

育
児
用
品
購
入
に
対
し
て
助
成

等
で
購
入
し
た
お
む
つ
、授
乳
、

育
児
関
連
用
品
等

申
請
期
間

　
平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
乳
児
の
満
１
歳
の
誕
生

日
の
前
日

※ 

転
入
日
か
ら
３
か
月
以
内
に

満
１
歳
に
達
す
る
場
合
は
、

転
入
日
か
ら
３
か
月
に
達
す

る
日
ま
で
の
購
入
分
が
助
成

対
象

　

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・

健
康
児
童
課
（
☎
８
８

‐
６
６
３
６
）

下
水
道
普
及
促
進
奨
励
金

　
宅
前
の
下
水
管
工
事
が
完
了

後
、
下
水
道
の
接
続
工
事
を
す

る
方
に
、
奨
励
金
２
万
円
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
接
続
工
事
の
融
資
あ
っ

下
水
道
接
続
の
奨
励
金
と

工
事
費
の
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　
対
象
者
に
は
納
付
書
を
送
っ

て
い
ま
す
。
11
月
30
日
（
水
）

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

年
払
い
や
一
括
払
い
を
希
望
す

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
‐
３

３
３
７
）

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
浄

化
槽
整
備
推
進
事
業
分
担
金

第
３
期
分
納
入
の
お
願
い

　
11
月
12
日
〜
25
日
は
「
配
偶

者
等
か
ら
の
暴
力
を
な
く
す
啓

発
期
間
」
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
夫
婦
や
恋
人
な

ど
親
し
い
男
女（
パ
ー
ト
ナ
ー
）

の
間
で
起
こ
る
暴
力
の
こ
と
で
、

自
分
達
だ
け
で
解
決
す
る
の
が

難
し
い
問
題
で
す
。
Ｄ
Ｖ
か
も

し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
勇
気

を
出
し
て
相
談
窓
口
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
全
国
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

５
７
０
‐
０
‐
５
５
２
１
０
）

お
近
く
の
相
談
窓
口
を
ご
案
内

し
ま
す
。

福
祉
課
（
☎
８
８
‐
６
６
３

５
）
／
南
部
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
４
３
‐
９
９
１
１
）

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

せ
ん
制
度

対
象
地
域
等

　
下
水
道
が
使
用

で
き
る
地
域
、
奥
山
田
・
高
尾

地
区
で
町
が
設
置
し
た
浄
化
槽

対
象
工
事

　
既
存
の
排
水
設
備

の
接
続
替
え
工
事

あ
っ
せ
ん
額

　１
０
０
万
円
以
内

返
済
方
法

　
48
か
月
以
内
の
元

利
均
等
月
賦
償
還

融
資
利
率

　
１
％

・

上
下
水
道
課
（
☎
８
８

‐
３
３
３
７
）

社協通信

（福）町社会福祉協議会　☎88－3294・FAX88－4094

第33回 心をつなぐ福祉バザー
　今年も商工祭会場隣にて福祉バザーを開催します。お値打
ち品が目白押し！
　皆様のご来場をお待ちしています！！

　各ご家庭よりたくさんの物品をご提供いただき、ありがと
うございました。
　収益金は、町社協が取り組む「地域福祉の推進」「ボランティ
ア活動の振興」に役立てさせていただきます。

今月のレシピ「さつま芋のおろし和え」

（１人分） 　  エネルギー  87kcal　蛋白質  1.1g　脂質  1.7g
　　　　　 カルシウム  28mg　塩分 1.5g

 今月の食改さん

畑谷　祐子さん
 第 4 班（岩山）

　彩りが美しく、と
てもさっぱりとして
いて美味しくいただ
けます。

作り方

① さつま芋は皮つきのまま１cm角に切り
水にさらす。

② きゅうりは板ずりして１cm角に切る。

③ 人参は小さめの角切りにして茹でる。

④ ①のさつま芋の水気を切り170℃の油で
カラリと揚げる。

⑤ 大根はすりおろし水気を絞りAと混ぜ②
③④と和える。

⑥ 白煎りごまをふる。

さつま芋は免疫力を高め美肌効果をもつビタミンＣや
食物繊維が豊富です。

材　料

さつま芋　……　小１個（120ｇ）
きゅうり　……　１/３本（60ｇ）
人参　…………　１/３本（30ｇ）
大根　…………　８ｃｍ（160ｇ）
A
　出し汁　………　40cc
　酢　……………　40cc
　砂糖　…………　大さじ２
　薄口しょうゆ…大さじ１・１/３
　食塩　…………　小さじ１/３
　白煎りごま　…　小さじ１/３
揚げ油　………　適量

（4人分）

食改の窓　No.188

日　時 　11月3日（木・祝）
　　　　　13：30 ～（開場は13：20）
場　所 　維孝館中学校体育館 
協　力 　各区・自治会

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
補
助

　
町
で
は
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
額

　
設
置
に
要
し
た
費
用

の
４
分
の
３
（
上
限
30
万
円
）

申
込
締
切

　
平
成
29
年
２
月
17

日
（
金
）

　
な
お
、
対
象
者
及
び
申
請
書

類
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
９
）

耐震シェルター倒壊実験



まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

　南山城大水害から７年後、四方山々に囲まれたお茶の里にふさわしい
緑茶色の壁板に♪緑の町の赤い屋根♪の立派な木造二階建ての公民館を
建てていただきました。
　当時青年団員だった私達が中心に、新築落成を祝い演芸会を開催して
きました。
　その後、青年団活動で知り合った彼女と公民館で結婚式を挙げ、私に
とっては思い出多い公民館となりました。
　今回の耐震検査の結果、建て替えられる事となりましたが、老人クラ
ブで活用している今日までの半世紀余り、いろんな事業でお世話になっ
てきました。
　また、私の家からは日々朝日に輝く公民館が見られ、私の人生におい
て良き相棒でもあり、弁論大会をはじめ、各種イベントを通し今日ある
私を育ててくれた公民館は一層懐かしく思われて仕方がありません。

　新しい公民館に
おいても皆さんと
共にコミュニティ
の場として地域発
展につなげていけ
たらと心から願っ
ています。
　南公民館さまさ
ようなら。有難う
御座いました。

南区在住　福田良三（喜寿）

　区民に親しまれ、笑顔に溢れていた旧南区公民館が５７年の歴史に幕
を閉じました。
　新公民館は、鉄骨構造で地震対策を強化し、道路面から嵩上げしたこ
とにより水害対策も行ったほか、玄関から室内までバリアフリー化し誰
もが安心して使える構造となっています。
　竣工式には、南区公民館の晴れ舞台を見るために多くの方が駆けつけ

ました。
　奥野勝生南区長
は「災害時の一時
避難場所として、
また、地域住民の
コミュニティの場
として活用してい
きたい」と述べら
れました。

お疲れさん　南区公民館さま

お世話になります　新南区公民館 10／21

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」及
び「
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金
」
の
お
知
ら
せ

↑

町立図書館　☎88－5852

休館日
　1・8・15・22・29日（火曜日）
　4日（金・振替休館）
　23日（水・臨時休館）
　24日（木・館内整理日）

おはなし会
　12日（土）11：00～
　26日（土）11：00～

今月の予定 ひ
み
つ
の
い
も
う
と

ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
作

ハ
ン
ス
・
ア
ー
ノ
ル
ド
絵

　
こ
の
本
は
、
姉
の
バ
ー

ブ
ロ
と
双
子
の
妹
イ
ル

ヴ
ァ
と
の
幸
せ
な
日
常
を

描
い
た
作
品
で
す
。

　
バ
ー
ブ
ロ
に
は
あ
る
願

い
事
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

る
日
、
イ
ル
ヴ
ァ
と
い
つ

も
の
秘
密
の
場
所
で
い
つ

も
の
冒
険
を
し
ま
す
。
ず

い
ぶ
ん
と
仲
よ
く
遊
ん
だ

あ
と
、
楽
し
い
ひ
と
時
が

終
わ
っ
て
、
家
に
戻
っ
て

み
る
と
そ
こ
に
は
…
。

　
想
像
力
を
働
か
せ
な
が

ら
読
ん
で
い
く
と
、
こ
の

二
人
の
不
思
議
な
関
係
が

わ
か
っ
て
き
ま
す
。

サ
キ
ド
リ田中

し
ょ
う
こ

　著

　
こ
の
本
で
は
、
著
者
の

実
体
験
に
基
づ
い
て
、
仕

事
や
日
常
生
活
の
段
取

り
、
片
づ
け
る
力
を
ど
の

よ
う
に
身
に
付
け
て
い
く

の
か
、
そ
の
方
法
に
つ
い

て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
種
の
本
は
た
く
さ

ん
出
版
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
主
婦
の
感

覚
で
家
事
を
題
材
に
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
内
容

は
わ
か
り
や
す
く
、
シ
ン

プ
ル
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
な
ら
き
っ
と
毎
日

の
習
慣
に
で
き
る
か
も
、

と
思
え
る
箇
所
が
随
所
に

あ
り
ま
す
。

お知らせ

●「絵本のじかん」交流会
日　時　11月24日
　　　　　( 木・館内整理日 ) 
　　　　　午前10時～
場　所　図書館内
どなたでもご自由に参加できます。

●みんなが気持ちよく利用できるように

ルールとマナーのお願い
・図書館の資料はみんなのものです。
大切に扱いましょう。
・水で濡らさないようにご注意くださ
い。
・館内での飲食や携帯電話・スマート
フォンのご使用はご遠慮ください。

　
子
ど
も
達
を
救
う
の
は
あ
な

た
の
気
づ
き
で
す
。
児
童
虐
待

は
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
あ
り
、
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。
地
域
ぐ
る

み
で
親
子
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
は
１
８
９
（
イ
チ
ハ
ヤ
ク
）

健
康
児
童
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
６
）・
宇
治
児
童
相
談
所

京
田
辺
支
所
（
☎
６
８
‐
５
５

２
０
）

臨
時
福
祉
給
付
金

対
象

　
平
成
28
年
１
月
１
日
時

点
で
本
町
に
住
民
票
が
あ
り
、

平
成
28
年
度
の
住
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※ 

課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
、
生
活
保
護
の
受
給
者
は

対
象
外

給
付
額

　
３
千
円
（
１
回
限
り
）

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金

対
象

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年

５
月
分
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
等
を
受
給
し
て
い
る
方

※
高
齢
者
向
け
給
付
金
の
受
給

者
は
対
象
外

給
付
額

　
３
万
円
（
１
回
限
り
）

申
請
期
限

　
平
成
29
年
２
月
３

日
（
金
）

・

福
祉
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
５
）

『
観
光
ま
ち
づ
く
り
会
議
』

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

内
容

　
昼
食
交
流
と
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
見
学

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
の
た

め
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室

日
程

　
11
月
18
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

場
所

　
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー
（
城
陽
）・
文
化
パ
ル
ク

城
陽

対
象

　
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感

じ
て
お
ら
れ
る
方
、
難
聴
者
、

中
途
失
聴
者
、
そ
の
家
族
、
聴

覚
障
害
者
福
祉
関
係
者

参
加
費

　
１
，
５
０
０
円

申
込
み
方
法

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話

※ 

バ
ス
送
迎
あ
り
。
送
迎
に
つ

い
て
は
申
込
み
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

　
11
月
４
日
（
金
）

・

府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
０
‐
９
０
０
０
・

℻
  ５
５
‐
７
７
０
８
）

　
11
月
11
日
〜
17
日
は
「
税
を

考
え
る
週
間
」で
す
。
期
間
中
、

町
内
の
小
学
生
が
描
い
た
「
税

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展

対
象
と
な
る
ス
ト
ー
ブ

　
補
助
金

等
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
平

成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
購
入

及
び
設
置
し
た
も
の

対
象

　
新
規
に
ス
ト
ー
ブ
を
購

薪
ス
ト
ー
ブ
・
木
質
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
設
置
補
助

　
本
町
初
の
観
光
振
興
計
画
が

策
定
さ
れ
、
住
ん
で
よ
し
、
訪

れ
て
よ
し
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
い
よ
い
よ
始
動
し
ま
す
。

　
『
観
光
ま
ち
づ
く
り
会
議
』

は
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

オ
ー
プ
ン
な
場
で
す
。
地
元
を

も
っ
と
知
り
た
い
人
も
、
来
訪

者
を
も
て
な
し
た
い
人
も
、
魅

力
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
る

人
も
、
ワ
イ
ワ
イ
語
っ
て
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て

に
関
す
る
絵
画
」
を
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

　
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
も
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
税
を
身

近
に
感
じ
、
理
解
を
深
め
て
く

だ
さ
い
。

宇
治
税
務
署
（
☎
４
４
‐
４

１
４
１
）

み
ま
せ
ん
か
？

　
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
先

進
地
・
南
丹
市
美
山
町
か
ら
美

山
ふ
る
さ
と
㈱
・
髙
御
堂
厚
氏

を
招
い
て
お
話
を
伺
い
、
意
見

交
換
を
し
ま
す
。
要
事
前
申
込

日
時

　
11
月
13
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
午
後
４
時

場
所

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
３

階
研
修
室
１

定
員

　
60
名

・

産
業
観
光
課
（
☎
８
８

‐
６
６
３
８
）

←

講

座

募

集

入
・
設
置
す
る
町
内
在
住
者
ま

た
は
町
内
に
事
業
所
が
あ
る
法

人
・
団
体
（
町
税
に
未
納
が
な

い
事
）

助
成
額

　
設
置
に
要
し
た
費
用

の
３
分
の
１
（
上
限
15
万
円
）

　
な
お
、
申
請
書
類
等
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。建

設
環
境
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
９
）

　
ご
み
の
種
類
ご
と
の
分
別
の

仕
方
や
出
し
方
を
解
説
し
た

「
宇
治
田
原
町
ご
み
の
出
し
方

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、

配
布
し
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
は
50
音
順
に
ご
み
の

種
類
別
出
し
方
リ
ス
ト
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
保
存
版
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
町
Ｈ
Ｐ
で
も
公
開
中

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
９
）

ご
み
の
出
し
方
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
作
成
し
ま
し
た

　
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
４
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

場
所

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

　
▼
講
演
会
＆
ピ
ア
ノ
弾

き
語
り
▽
出
演
者
＝
立
木
早
絵

さ
ん
▼
人
権
標
語
入
選
者
表
彰

▼
行
政
・
人
権
相
談
▼
人
権
啓

発
パ
ネ
ル
展
、人
権
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
展

※ 

手
話
通
訳
が
必
要
な
場
合

は
、
11
月
18
日
（
金
）
ま
で

第
８
回
人
権
の
つ
ど
い

　
今
年
の
「
町
制
施
行
の
日
」

の
給
食
は
、
祖
父
母
参
観
試
食

会
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
献

立
は
、
町
食
生
活
改
善
推
進
員

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
案
し
た

も
の
で
す
。

開
催
日

　
11
月
11
日
（
金
）

予
定
献
立

　
茶
の
香
ご
は
ん
、

牛
乳
、
鶏
の
こ
ろ
柿
だ
れ
、
宇

治
田
原
野
菜
の
柿
酢
和
え
、
茶

汁
、
柿

給
食
試
食
会
に
つ
い
て
（
給

食
甲
子
園
出
場
メ
ニ
ュ
ー
）

自
衛
隊
員
募
集

募
集
種
目
と
資
格

①
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
（
推
薦
）
＝
男
子
で
中
卒

（
見
込
含
）
17
歳
未
満

学
校
長
の
推
薦
必
要

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
（
一
般
）
＝
男
子
で
中
卒

（
見
込
含
）
17
歳
未
満

申
込
締
切

　
①
＝
12
月
２
日

（
金
）
②
＝
平
成
29
年
１
月
６

日
（
金
）

・

宇
治
地
域
事
務
所
（
☎

４
４
‐
７
１
３
９
）

　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
産
物
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
農
林
業
者

が
ま
と
ま
っ
て
電
気
柵
等
を
設

置
す
る
場
合
、
補
助
制
度
が
あ

来
年
度
の
電
気
柵
等
設
置
補

助
要
望
受
付

り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
平
成
29

年
度
（
平
成
29
年
４
月
以
降
）

の
要
望
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

い
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

　
11
月
30
日
（
水
）

・

産
業
観
光
課
（
☎
８
８

‐
６
６
３
８
）

日
時

　
11
月
13
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
（
予
定
）

集
合
・
解
散

　
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー

講
師

　
エ
コ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
う
じ
た
わ
ら

　
副
会
長

　
阪

本
伊
三
雄
さ
ん

内
容

　
御
林
山
の
頂
上
ま
で
自

然
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
の
ハ

イ
キ
ン
グ

対
象

　
町
内
在
住
の
小
学
生

定
員

　
先
着
20
人
（
２
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

募
集
締
切

　
11
月
10
日
（
木
）

持
ち
物

　
弁
当
、
水
筒
、
帽
子
、

タ
オ
ル
、
着
替
え
、
歩
き
や
す

い
運
動
靴

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

‐
５
８
５
０
）

宇
治
田
原
の
自
然
環
境
を
考

え
よ
う
　
御
林
山
の
生
き
物

調
査

第
27
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
　
瑞
宝
単
光
章

　
消
　
防
　
功
　
労

　
大
　

　
房
　
夫
さ
ん

近
畿
交
通
栄
誉
章

　
優

良

運

転

者

　
福
　
田
　
良
　
三
さ
ん

公
益
財
団
法
人
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
本
財
団
　
社
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賞

　
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
竹
ぼ
う
き
会

（
代
表=

西
村
勝
美
さ
ん
）

モニター通信

広報モニター
岡上泰子さん（岩山）

歩
こ
う
か
い
で
歩
か
な
い

か
い
？

　
タ
イ
ト
ル
が
謎
か
け
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
私
が
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
「
歩
こ
う
会
」

は
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
30

分
に
住
民
体
育
館
駐
車
場
を

出
発
し
、
途
中
の
記
念
撮
影

や
休
憩
を
含
め
て
約
２
時
間

い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス
を
歩
き

ま
す
。
諸
先
輩
方
が
季
節
や

天
候
に
合
わ
せ
て
年
始
の
初

詣
、
桜
や
新
緑
、
紫
陽
花
、

風
鈴
、
紅
葉
、
柿
屋
な
ど
四

季
そ
れ
ぞ
れ
の
風
景
を
楽
し

め
る
よ
う
に
先
導
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
山
や

森
で
目
に
す
る
木

の
実
や
山
菜
の
名

称
だ
け
で
な
く
調

理
法
に
詳
し
い
方

も
お
ら
れ
学
ぶ
場

面
も
多
々
あ
り
ま

す
。
こ
の
会
に
参

加
す
る
ま
で
は
、

極
力
歩
か
ず
に
す

む
よ
う
に
車
で
外

出
し
、
駐
車
の
際

に
は
建
物
入
口
に

近
い
場
所
を
探
し

て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
今
で
は
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
よ
り
階
段
を

利
用
す
る
方
が
自
然
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
習

慣
の
お
か
げ
で
健
康
診
断
の

結
果
も
良
く
な
り
、
益
々
歩

く
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
毎
週
水
曜
日
の

定
例
会
の
他
に
番
外
編
と
称

し
て
、
遠
方
へ
出
掛
け
る
企

画
も
あ
り
、
今
夏
は
富
士
山

登
頂
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
た

有
志
の
方
々
も
お
ら
れ
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の

常
に
前
向
き
な
考
え
方
に
教

え
ら
れ
、
お
お
い
に
励
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
11
月
10
日
に
10

人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
11

月
９
日
で
３
０
０
回
目
を
迎

え
る
正
式
名
称
「
み
ん
な
で

元
気
に
歩
こ
う
会
」
は
出
欠

も
自
由
で
と
て
も
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
ご
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、「
歩
こ

う
会
で
歩
か
な
い
か
い
？
」

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。な
お
、

当
日
は
要
約
筆
記
有

・

総
務
課
（
☎
８
８
‐
６

６
３
１
・
℻
  ８
８
‐
３
２
３
１
）

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
、
も
し
身
近
に
認

知
症
の
方
が
い
た
時
に
そ
っ
と

見
守
る
、
そ
っ
と
手
助
け
す
る

人
で
す
。
認
知
症
の
事
を
知
っ

て
地
域
の
応
援
者
（
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
）に
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
11
月
25
日
（
金
）
午
後

２
時
〜
３
時
半

場
所

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

講
師

　
医
療
法
人
社
団
石
鎚
会

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
科
長

織
田
泰
匡
氏
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
す
ら
ぎ
所
長
恵

千
佳
子
氏

申
込
方
法

　
電
話
に
て
受
付

・

 

介
護
医
療
課
（
☎
８

８
‐
３
７
１
９
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

場
所

　
各
小
学
校

対
象

　
小
学
校
児
童
の
祖
父
母

試
食
代

　
２
４
０
円

そ
の
他

　
日
時
・
申
込
方
法
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

田
原
小
学
校
（
☎
８
８
‐
２

１
４
９
）・
宇
治
田
原
小
学
校

（
☎
８
８
‐
２
２
１
４
）

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
電
気
保

安
点
検
実
施
に
伴
い
、
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
は
11
月

23
日
（
水
・
祝
）
臨
時
休
館
い

た
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
図
書

館
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て

し
め
縄
づ
く
り
教
室

　
手
作
り
に
よ
る
し
め
縄
づ
く

り
体
験
を
と
お
し
伝
統
文
化
に

ふ
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
月
10
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
正
午

場
所

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
３

内
容

　
前
垂
れ
、
輪
飾
り
、
ご

ぼ
う
の
製
作

講
師

　
藤
井
譲
次
さ
ん
（
ま
ち

の
名
人
）

対
象

　
町
内
在
住
・
在
勤
者

定
員

　
先
着
20
人

材
料
費

　
３
０
０
円

持
ち
物

　
は
さ
み
（
わ
ら
切
り

に
使
用
）、
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち

帰
り
用
袋
、
作
業
し
や
す
い
服

装申
込
締
切

　
12
月
２
日
（
金
）

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

‐
５
８
５
０
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
教
育
課
（
☎
８
８
‐
５

８
５
０
）



【町の位置】北緯34度51分東経135度51分海抜118メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便かＥメール。ご希望があれば、広
報担当者が写真撮影に伺います。▶わが家のアイドル（乳幼児）　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。
■ 投稿先　総務課広報 ☎88－6631　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

投稿募集中

わが家のアイドル。ア ドイ

古
ふるかわ

川　愛
あ い か

佳ちゃん （3歳）

３歳のお誕生日おめでとう
☆その元気と明るさいつまでも☆

くとうてん

　10月６日～９日に行われた祭
事「田原祭」では、昨年に引き
続き夜店が開かれました。私も
小さい頃には、郷之口に住んで
いるおじいちゃんおばあちゃん
からもらったお小遣いを握りし
め水あめや綿がしを買いに行っ
ていました。あれから約20年が
経ち御旅所で復活した夜店は、
昔と雰囲気が少し変わっていま
したが、地元の方が運営されて
いるからこそ、子どもから大人
まで楽しめ、笑顔が満ちあふれ
ていました。また来年も遊びに
行って金魚すくいの自己記録更
新に挑戦したいです。　（H）

町制施行60周年記念

第32回
小・中学生主張大会

町制施行60周年記念

総合防災訓練

町議会議員一般選挙

　
任
期
満
了
（
11
月
14
日
）
に
伴
う
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
11

月
１
日
告
示
）
の
投
開
票
日
は
、
11
月
６
日
で
す
。
私
た
ち
の
代

表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
開
票
は
投
票
日
当
日
、
午
後
８
時
45
分
か
ら
住

民
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

【投票日】

11月６日日　午前7時～午後8時
【投票できる方】
　日本国民で平成10年11月７日以前に生まれた方で、平成28年７月31日以前
に宇治田原町に住民登録（転入）し、引き続き住んでいる方

投票所入場券を持参ください
　投票事務を円滑にするため有権者の皆さんに投票所入場券（ハガキ）を郵送でお届けします。投
票する際には、持参し投票所の受付に提出してください。もし、入場券をなくしたり、忘れたとき
は、投票所の受付で申し出てください。また、投票所入場券の裏面に「期日前投票宣誓書」を印刷
しております。期日前投票所へお越しになる前に、ご自宅などで宣誓書に記入し、持参してくださ
い。なお、 投票日当日に投票する場合は、宣誓書への記入は必要ありません。

【期日前・不在者投票日】

11月2日水～5日土

▼期日前投票
　投票日に仕事や旅行などで投票所へ行って投票できない方は、役場１階第１会
議室で午前８時30分から午後８時まで投票できます。投票所入場券が届いてい
る場合は、持参してください。

▼不在者投票
　入院中や他市町村に滞在中など一定の事由により投票所へ行けない方のため
に、入院中の病院や滞在中の市町村で事前に投票できる制度です。詳しくは、施
設や選挙管理委員会までお問い合せください。

11／19（土）
11／20（日）

　青少年が自分の思いや考えを、自分の言葉で主張する大会。どなたで
もご入場いただけます。まちの未来を担う青少年たちの訴えを直接、お
聞きください。当日は「第３回ふるさと文化賞」の表彰式や未来への伝
言をテーマとした「フリートーク」も行います。
場　所　総合文化センターさざんかホール
発表者　田 原 小 学 校　　武市　鳳華さん
　　　　　　　　　　　　　奥村　宗大さん
　　　　宇治田原小学校　　谷口　治貴さん
　　　　　　　　　　　　　松田久奈野さん
　　　　維 孝 館 中 学 校　　松原　日和さん
　　　　　　　　　　　　　森本　葉月さん

　地震が発生することを想定した防災訓練を行います。各地区の自主
防災会や消防団、町、宇治田原分署、警察署、自衛隊らが参加します。
当日は訓練でサイレンを吹鳴し、
緊急速報メール（NTT ドコモ、ソ
フトバンク、au）や防災・防犯情
報メール（登録制）を配信します
ので、ご理解・ご協力をお願いし
ます。
場　所　維孝館中学校グラウンド

同じクラスの2人
お神輿、わっしょい　楽しかったね♡

「元気にすくすく育ってね！！」

繁本　朝
あ さ ひ

陽くん （2歳）

野村　亜
あ の ん

暖ちゃん （2歳）

京谷　旺
お う き

樹ちゃん （4ヶ月）

　町選挙管理委員会事務局
（総務課内☎８８－６６３１）

昨年度発表・中野功太郎さん

　青少年対策協議会事務局（教育委員会内　☎８８－５８５０）　総務課☎８８－６６３１


